
コンプライアンス証明証

上記の会社が販売する製品は、食品包装材料のコーティングに使用されるニスです。

ニスを塗られたサンプルは

（プラスチックが食品および消費財法で定義されている消費財として使用される限り、プラスチ

ックの試験方法。高分子の検査に関する BfR の 62 番目の覚書、Bundesgesundheitsblatt 50、

524（2007）、2007 年 4 月の状態を含む）、

ニスの組成と健康を危険にさらす可能性のある物質の放出について



（「消費財の検査方法、擬似食品への移行を決定するための基本的な規則」、第 64条に基づく試験

方法の公式コレクション内の標準番号 80.30、1-3（EC）による）食品および動物飼料コード

-LFGB、2008 年 4 月の状態）、

と

一連の規格 EN 1186、EN 13130、および CEN / TS 14234「食品と接触する材料および物品-プラス

チック」、

現状移行動作のため。

ラッカーでコーティングされた包装材料は、

食品と接触することを目的とした資料および記事および指令 80/590 / EEC および 89/109 / EEC に

関する 2004年 10月 27日の欧州議会および理事会の規制（EC）No 1935/2004、公式ジャーナルアプ

リによって変更された2004年11月13日の欧州連合L 338/4。番号。 2009年6月18日の規制（EC）

No 596/2009 の 5.17、2009 年 7 月 18 日の欧州連合公式ジャーナル L 188、条項 3

同様に

（食品、消費財、および動物用飼料コード（食品および動物用飼料コード-LFGB）、2013 年 6 月 3 日

の通知のバージョン（BGBI。p。1426）、2017 年 6 月 30 日の法律第 1条による最終修正（BGBI 。I

p。2147）、§§30 および 31）、

ニスの影響に関する限り。

ニスの技術的適合性は、すべてのケースでテストされます。これは、食品への感覚的影響の可能性も

含みます。

次に定められた適用限界値

欧州委員会規則（EU）食品と接触することを意図したプラスチック材料および物品に関する 2011 年

1 月 14 日の 2011 年 10 月 10 日、欧州連合公式ジャーナル L 2011 年 1 月 15 日の 12/1、委員会規則

（EU）2019による最終改正2019年1月10日の37/2019年1月11日の欧州連合公式ジャーナルL 9/88、

ニスを塗ったサンプルは保持されます。



したがって、提出されたサンプル材料によるニスグロス VGF 510-40 は、食品包装材料のニス塗装に

安全に使用できます。それらのラッカー塗装された表面により、これらはすべての乾燥したこのよ

うな種類の脂肪性食品と直接接触する可能性があり、少なくとも 2 の規制（EU）10/2011 の付属書

III、表 2 による補正係数が適用されます。上記のラッカーグレードが関係しているので。評価のた

めに、１ｋｇの食品と接触する６ｄｍ ２のニスを塗られた表面積の比率が想定された。湿った食材

との直接接触は、食材 1 kg あたりのニスを塗った食品の包装面の最大比率 2.6 dm2 で承認されてい

ます。

さらに、食品包装材料の外側のコーティングにコーティンググレードを使用することは、包装材料

と湿った脂肪質の食品との接触について示された制限が維持されるか、脂肪および湿気に対する十

分なバリアである限り、安全です浸透が存在します。

この適合証明書は 2年間の有効期間があり、4ページで構成されています。



ラルフ・デラ博士

アシャッフェンブルク商工会議所によって

証明された、包装材料の分析の認定エキス

パート。

食品との使用に対するそれらの適合性に関し

て、紙、板紙、プラスチック、ガラス、ブリ

キおよびその他の金属製包装材料の包装材料

の対照的なサンプルを分析するための州登録

専門家。

ラルフ・デラ博士

アシャッフェンブルク商工会議所によって証

明された土壌と空気の分析の認定エキスパー

ト。

テストされた資料のファイルサンプルは、専門家のオフィスに保管されます。

この文書は原文のドイツ語から翻訳したものです。問題が発生した場合は、元の文書を信頼でき

るものと見なしてください


